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東通村議会だより第72号 2

第２回定例会
　

令
和
２
年
６
月
東
通
村
議
会

第
二
回
定
例
会
が
６
月
３
日
開

会
し
、
６
月
12
日
ま
で
の
10
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
村
長
よ
り

提
案
さ
れ
た
、
報
告
案
件
２
件
、

人
事
案
件
９
件
、
条
例
案
件
４

件
、
補
正
予
算
案
件
３
件
、
契

約
案
件
４
件
の
計
22
案
件
が
一

括
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

他
に
、
３
件
の
陳
情
書
は
資

料
配
布
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
１
名
の
議
員

が
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
に
は
、
定
例
会
及
び
臨

時
会
が
あ
り
ま
す
。
定
例
会
と

は
、
定
期
的
に
招
集
さ
れ
る
議

会
の
こ
と
で
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
東
通
村
議
会

の
定
例
会
の
回
数
を
定
め
る
条

例
に
よ
り
、
年
４
回
招
集
さ
れ

ま
す
。

　

臨
時
会
は
、
定
例
会
の
ほ
か

に
必
要
が
あ
る
場
合
に
臨
時
招

集
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
を
開
い
て
、
法
的
に
活

動
で
き
る
状
態
に
す
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

議
会
が
、
会
議
を
行
う
期
間

を
言
い
ま
す
。

　

議
会
の
議
決
を
得
る
た
め
村

長
や
議
員
が
提
出
す
る
案
件
を

言
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
議
題
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

議
会
で
、
議
案
な
ど
に
対
し

賛
否
を
決
定
す
る
こ
と
で
意
思

決
定
の
内
容
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

○
可
決
（
否
決
）

　
　

予
算
、
条
例
、
契
約
、
意

　
　

見
書
、
決
議
、
そ
の
他

　

○
認
定
（
不
認
定
）

　
　

決
算

　

○
承
認
（
不
承
認
）

　
　

専
決
処
分

　

○
同
意
（
不
同
意
）

　
　

人
事
案
件

　

議
員
が
、
行
政
全
般
や
事
務

事
業
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。
一
般
質
問
は
、

定
例
会
で
行
わ
れ
、
臨
時
会
で

は
で
き
ま
せ
ん
。

東
通
村
議
会
第
二
回
定
例
会
開
会

議
会
で
使
う
用
語
①

【
会
期
日
程
報
告
】

【
開
会
宣
告
】

【
提
案
理
由
説
明
】

定　

例　

会

臨　

時　

会

開　
　
　

会

会　
　
　

期

議　
　
　

案

上　
　
　

程

議　
　
　

決

一
般
質
問

渡部　英夫　議会運営委員長 丹内　俊範　議長

越善　靖夫　村長



3 東通村議会だより第72号

議案の審議結果

定例会・臨時会　議案の審議結果

 令和 2 年 6 月　東通村議会　第 2 回定例会
議案番号 件　　　　　　　　　名 内　　容 議決年月日 議決の結果

議案第27号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（奥島　一志）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第28号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（下川　清一）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第29号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（吉田　　勇）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第30号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（井戸端　肇）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第31号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（吉田　　則）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第32号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（真下　　宏）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第33号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（小林　俊一）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第34号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（　本　繁美）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

議案第35号 東通村農業委員会委員の任命に関し同
意を求めることについて（川原田　久悦）

農業委員会委員
の任命同意 令和２年６月11日 原案同意

報告第６号
令和元年度東通村一般会計継続費繰越
計算書（（仮称）尻屋地区多目的集会
施設整備事業費）

法の規定に基づ
く報告 令和２年６月11日 承 認

報告第７号 一般社団法人東通村産業振興公社経営
状況報告書

法の規定に基づ
く報告 令和２年６月11日 承 認

議案第36号 東通村監査委員条例の一部を改正する
条例

地方自治法等の
改正に伴う条例
改正

令和２年６月12日 原案可決

議案第37号 東通村重度心身障害者医療費助成条例
の一部を改正する条例

青森県の助成事
業要領の改正に
伴う条例改正

令和２年６月12日 原案可決

議案第38号 東通村多目的集会施設設置条例の一部
を改正する条例

尻屋地区集会施
設の竣工に伴う
条例改正

令和２年６月12日 原案可決

議案第39号 東通村の水道事業の設置に関する条例
の一部を改正する条例

地方自治法等の
改正に伴う条例
改正

令和２年６月12日 原案可決

議案第40号 令和２年度東通村一般会計補正予算
 (第３号)

人事異動に伴う
人件費の補正等 令和２年６月12日 原案可決

議案第41号 令和２年度東通村下水道事業特別会計
補正予算 (第１号)

人事異動に伴う
人件費の補正 令和２年６月12日 原案可決

議案第42号 物品の購入について
（消防ポンプ自動車） 本契約の締結 令和２年６月12日 原案可決



東通村議会だより第72号 4

議案の審議結果

 令和 2 年４月　東通村議会　第１回臨時会

 令和 2 年５月　東通村議会　第２回臨時会

 令和 2 年６月　東通村議会　第３回臨時会

議案番号 件　　　　　　　　　名 内　　容 議決年月日 議決の結果

議案第43号 物品の購入について
（高規格救急自動車） 本契約の締結 令和２年６月12日 原案可決

議案第44号 物品の購入について
（高度救命処置用資器材） 本契約の締結 令和２年６月12日 原案可決

議案第45号 物品の購入について
（ロータリー除雪車） 本契約の締結 令和２年６月12日 原案可決

議案第46号

（追加議案）
令和２年度東通村一般会計補正予算 
（第４号）

新型コロナウイ
ルス感染症緊急
経済対策に係る
追加補正

令和２年６月12日 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　名 内　　容 議決年月日 議決の結果

報告第１号 東通村税条例の一部を改正する条例 地方税法等の改
正に伴う改正 令和２年４月30日 承 認

報告第２号 東通村国民健康保険税一部を改正する
条例

地方税法等の改
正に伴う改正 令和２年４月30日 承 認

報告第３号 令和元年度東通村国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

療養給付費の追
加補正 令和２年４月30日 承 認

報告第４号 令和元年度東通村後期高齢者医療特別
会計補正予算（第３号）

広域連合納付金
の追加補正 令和２年４月30日 承 認

議案第25号 令和２年度東通村一般会計補正予算 
（第１号）

新型コロナウイ
ルス感染症緊急
経済対策に係る
追加補正

令和２年４月30日 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　名 内　　容 議決年月日 議決の結果

報告第５号 東通村税条例の一部を改正する条例 地方税法等の改
正に伴う改正 令和２年５月20日 承 認

議案第26号 令和２年度東通村一般会計補正予算 
（第２号）

新型コロナウイ
ルス感染症緊急
経済対策に係る
追加補正

令和２年５月20日 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　名 内　　容 議決年月日 議決の結果

議案第47号 令和２年度東通村一般会計補正予算 
（第５号）

（仮称）東通村
農産物加工施設
整備事業関連経
費追加補正

令和２年６月29日 原案可決



5 東通村議会だより第72号

主要な議会活動
　

今
定
例
会
ま
で
に
受
理
さ
れ

た
陳
情
書
は
、
次
の
と
お
り
処

理
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　

執
行
委
員
長　

山
本　

陽
子

「
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域

と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設
を
求

め
る
陳
情
」

〔
資
料
配
布
〕

青
森
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　

執
行
委
員
長　

山
本　

陽
子

「
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用

地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設

を
求
め
る
陳
情
」

〔
資
料
配
布
〕

む
つ
市
平
和
委
員
会

　

代
表
委
員　

柳
谷　

睦
夫

「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見

直
し
を
求
め
る
陳
情
」

〔
資
料
配
布
〕

主　要　な　議　会　活　動

陳

情

書

◎
陳
情
第
４
号

◎
陳
情
第
５
号

◎
陳
情
第
６
号

 東通村議会　議会運営委員会（渡部　英夫　委員長）

 東通村中心地整備促進特別委員会（川端　一松　委員長）

開催年月日 協　議　案　件 決　定　事　項 出　席　者

令和２年６月２５日
（仮称）東通村農産
物加工施設の整備に
ついて

村当局の説明に対し、慎重審
議の結果、全会一致で了承

議長、中心地整備促進
特別委員会委員

開催年月日 協　議　案　件 決　定　事　項 出　席　者

令和２年４月３０日 第１回臨時会案件 会期・議事日程等の決定 議長、議会運営委員会委員

令和２年５月２０日 第 2 回臨時会案件 会期・議事日程等の決定 議長、議会運営委員会委員

令和２年 5 月 28 日 第２回定例会案件 会期・議事日程等の決定 議長、議会運営委員会委員

令和２年６月２９日 第 3 回臨時会案件 会期・議事日程等の決定 議長、議会運営委員会委員



東通村議会だより第72号 6

主要な議会活動

 東通村議会　産業建設常任委員会（田村　智和　委員長）

 東通村議会　議会全員協議会

 主要な会議等
日　　時 内　　容　　等 出　席　者 場　　所　　等

令和２年４月10日
下北郡町村議会議長会決算監査 丹内　俊範　議長 議長室
下北半島振興促進連絡協議会総会 丹内　俊範　議長 書面協議
下北総合開発期成同盟会総会 丹内　俊範　議長 書面協議

令和２年５月15日 東通村農業再生協議会通常総会 丹内　俊範　議長 書面協議
令和２年５月20日 青森県町村議会議長会臨時総会 丹内　俊範　議長 書面協議

令和２年５月21日 一般社団法人東通村産業振興公社　
第８回通常総会 丹内　俊範　議長 役場庁舎

4階大会議室
令和２年５月22日 下北郡町村議会議長会臨時総会 丹内　俊範　議長 ホテルニューグリーン
令和２年５月 4日 青森県鉄道整備促進期成会総会 丹内　俊範　議長 書面協議

令和２年６月 5日 全国原子力発電所立地市町村議会
議長会　会計監査 丹内　俊範　議長 書面協議

令和２年６月17日 全国原子力発電所立地市町村議会
議長会　幹事会・役員会 丹内　俊範　議長 書面協議

開催年月日 説　明　内　容 説　明　者

令和２年４月30日

新型コロナウイルス感染防止対策の現状について 
・村対策本部の活動について 
・教育関連施設の現状について 
・商工業者等の状況について

総務課長

新型コロナウイルス感染防止対策に関する東通村診
療所の対応について

東通村地域医療センター長 
　川原田　恒　先生

特別定額給付金について 経営企画課長
子育て世帯への臨時特別給付金について いきいき健康推進課長

令和２年５月20日

新型コロナウイルス感染症対策に係る東通村経済支
援策について 
【商工業者支援】 
　・事業者支援一時給付金支給事業について 
　・プレミアム付商品券発行事業について 
　・休業要請協力金支給事業について 
【子育て支援・生活支援】 
　・学生支援一時給付金支給事業について 
　・ふるさと学生応援便事業について 
【感染症予防対策】 
　・感染症予防・拡大防止用資材購入事業について

経営企画課長

開催年月日 協　議　案　件 決　定　事　項 出　席　者

令和２年６月25日
（仮称）東通村農産
物加工施設の整備に
ついて

村当局の説明に対し、慎
重審議の結果、全会一致
で了承

議長、産業建設常任委員会委員
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議会等の様子

議

会

等

の

様

子

伊勢田　勉　議員

奥島　貞一　議員

〇川端委員長議会報告

〇田村委員長議会報告

【中　心　地　整　備　促　進　特　別　委　員　会】

【産　業　建　設　常　任　委　員　会】

第２回定例会

田村　智和　議員

二本栁　弘志　議員

〇委　員　会

〇委　員　会

議会全員協議会　　
　　川原田　恒　先生

地花　義照　議員

川端　一松　議員

〇実地踏査

〇実地踏査

議会運営委員会
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一 般 質 問
　

円
滑
な
議
会
運
営
を
行
う
た

め
、
議
会
運
営
の
全
般
に
つ
い

て
協
議
し
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

必
要
の
あ
る
場
合
や
、
特
定

の
こ
と
を
審
議
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
ま
す
。

　

事
務
に
関
す
る
調
査
や
議
案

な
ど
の
審
査
を
行
う
た
め
、
常

に
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
で

す
。

　

議
員
全
員
が
共
通
の
認
識
を

持
つ
た
め
に
開
か
れ
、
審
議
や

議
決
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
質
問
者
】

　

田
村　

智
和　

議
員

【
一
般
質
問
通
告
書
】

　

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
東
通
村
と
し
て

の
支
援
策
に
つ
い
て

【
発
言
の
要
旨
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終

息
が
未
だ
見
え
な
い
中
、
村
民

誰
し
も
こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活

に
戻
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
持

っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
た
め
に
も
村
と
し

て
村
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
村
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が

あ
る
の
か
問
う
。

【
答　

弁
】

　

越
善　

靖
夫　

村
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
東
通
村
と
し
て
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
、
１
月
16
日
、

国
内
で
最
初
の
感
染
者
が
報
告

さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
全
国

で
１
万
７
千
人
以
上
が
感
染
し
、

県
内
で
は
27
名
が
感
染
、
１
人

が
亡
く
な
る
な
ど
こ
の
新
型
ウ

イ
ル
ス
は
、
い
ま
だ
に
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
。

　

去
る
３
月
23
日
、
県
内
で
の

感
染
者
発
生
を
受
け
て
、
村
で

は
、
東
通
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

し
て
、
村
民
へ
の
情
報
提
供
や

お
願
い
に
加
え
て
、
庁
舎
内
の

体
制
の
見
直
し
な
ど
の
措
置
を

講
じ
て
お
り
、
こ
の
対
策
本
部

が
掲
げ
る
方
針
は
、「
東
通
村

か
ら
感
染
者
を
絶
対
に
出
さ
な

い
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
村
民
の
命
を
守
る
」
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
対
策
本
部

で
は
、
東
通
村
診
療
所
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
川
原
田
診

療
所
長
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
も
参
加
い
た
だ
き
、
医
学
的

知
見
に
基
づ
い
た
ご
助
言
を
頂

い
て
い
る
。

　

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
災
害
へ
の
対
応
で
あ
り
、
県

か
ら
提
供
さ
れ
る
最
新
の
情
報

に
基
づ
き
、
い
た
ず
ら
に
村
民

に
不
安
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
、

常
に
正
し
い
情
報
の
発
信
に
努

め
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
対

策
本
部
の
活
動
や
情
報
発
信
、

村
民
一
人
一
人
の
ご
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
成
り
立
ち
、
移
動
の

自
粛
や
休
業
要
請
な
ど
が
発
せ

ら
れ
、
多
く
の
方
が
、
日
常
生

活
の
制
限
を
感
じ
る
状
況
に
あ

り
な
が
ら
、
こ
う
し
た
お
一
人

お
一
人
の
ご
努
力
に
よ
り
、
現

在
ま
で
村
内
か
ら
感
染
者
は
発

生
し
て
お
ら
ず
、
改
め
て
冷
静

に
行
動
を
さ
れ
て
い
る
、
村
民

の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
東
通
村
か
ら

感
染
者
を
絶
対
に
出
さ
な
い
」

こ
と
を
今
後
も
継
続
し
、
「
新

議
会
で
使
う
用
語
➁

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

一
般
質
問
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
村
民

の
命
を
守
り
続
け
る
」
、
「
村

民
の
不
安
を
取
り
除
く
」
こ
と

が
、
議
員
ご
質
問
の
「
村
民
に

寄
り
添
っ
た
支
援
策
」
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
東
通
村
診
療
所
と
の
連
携

を
も
っ
て
、
全
庁
を
挙
げ
て
、

村
内
で
の
感
染
防
止
に
取
り
組

ん
で
参
る
の
で
ご
理
解
を
賜
り

た
い
。

　

ま
た
、
影
響
に
よ
る
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
一
次

産
業
に
関
し
て
は
、
漁
業
は
、

各
漁
協
で
国
の
持
続
化
給
付
金

に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
国
の
制
度
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
、
教
育
に
関
し
て
は
、
先
だ

っ
て
の
提
案
理
由
ご
説
明
の
際

に
、
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
東
通

小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
長
期
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
自
身
も
感
染
す

る
か
も
し
れ
な
い
不
安
を
抱
え

な
が
ら
も
再
開
後
は
、
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
づ
く
り

の
た
め
、
学
習
の
遅
れ
を
取
り

戻
し
な
が
ら
子
供
た
ち
の
心
の

ケ
ア
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
先
の
臨
時
議
会
に

お
諮
り
し
て
御
議
決
賜
っ
た
村

独
自
の
商
工
業
者
へ
の
緊
急
経

済
対
策
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
、
村
出
身
学

生
へ
の
給
付
金
や
物
資
支
援
事

業
の
実
施
に
よ
り
更
に
効
果
的

な
支
援
が
で
き
、
万
が
一
、
再

び
感
染
が
拡
大
し
た
場
合
に
備

え
て
の
マ
ス
ク
や
消
毒
剤
の
備

蓄
を
は
じ
め
、
国
や
県
の
事
業

も
活
用
し
て
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

　

こ
の
よ
う
な
支
援
策
は
、
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
営
業
自
粛

な
ど
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て

い
る
業
種
と
、
さ
ら
に
は
大
学

生
な
ど
村
の
子
育
て
支
援
へ
の

対
策
、
支
援
策
の
対
象
外
で
あ

り
、
授
業
料
や
ア
パ
ー
ト
代
な

ど
の
支
出
が
高
額
で
あ
る
子
供

た
ち
に
特
化
し
た
も
の
で
、
現

状
は
様
々
な
制
限
が
段
階
的
に

解
除
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
「
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
戻

れ
る
か
」
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
治

療
薬
の
開
発
、
世
界
的
な
経
済

の
回
復
な
ど
、
村
や
日
本
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
全
世
界
が

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
喫
緊
の
課
題
で
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
お
り
、
今
後

第
２
波
・
第
３
波
の
感
染
拡
大

を
常
に
警
戒
し
な
が
ら
も
「
３

密
を
避
け
る
」
な
ど
、
基
本
的

な
行
動
様
式
の
啓
蒙
と
、
正
し

い
情
報
の
発
信
に
よ
り
、
村
民

生
活
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く

た
め
、
ま
ず
は
、
打
ち
出
し
た

経
済
対
策
を
実
行
す
る
こ
と
に

注
力
し
企
業
や
村
民
の
反
応
、

施
策
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
を

注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

【
再
質
問
】

　

田
村　

智
和　

議
員

　

現
状
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
理

解
し
た
が
、
私
は
、
な
お
一
層

の
村
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え

か
ら
、
４
つ
に
区
分
し
、
質
問

す
る
。

　

１
点
目
は
、
村
民
へ
広
範
囲

で
直
接
的
な
対
策
と
し
て
、
水

道
料
の
減
免
な
ど
、
日
常
生
活

に
密
着
し
た
支
援
を
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

　

２
点
目
は
、
村
で
は
過
去
に

冷
害
で
、
困
窮
し
た
農
家
の
た

め
に
救
農
土
木
事
業
が
あ
っ
た

と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
収
入
が
減
っ
た
農
業
や

漁
業
に
従
事
す
る
方
々
へ
の
救

済
策
と
し
て
、
農
地
や
漁
場
の

維
持
管
理
作
業
を
し
た
人
に
、

日
当
を
給
付
す
る
な
ど
の
支
援

を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　

３
点
目
は
、
小
・
中
学
校
の

休
校
要
請
に
よ
り
、
授
業
時
数

が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

学
力
の
低
下
や
格
差
、
さ
ら
に

は
、
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
の
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心
の
ケ
ア
の
対
策
等
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

最
後
に
、
４
点
目
は
、
現
在

も
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
い
な
い

中
で
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災

害
が
起
き
た
場
合
を
想
定
し
、

今
か
ら
対
策
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

【
答　

弁
】

　

越
善　

靖
夫　

村
長

　

日
常
生
活
に
関
わ
る
支
援
と

い
う
こ
と
だ
が
、
家
庭
へ
の
影

響
は
当
然
考
え
ら
れ
、
国
の
給

付
金
等
に
よ
り
、
あ
る
程
度
は

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
農
業
漁
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
漁
業
は
、
盛
漁
期
を

迎
え
、
農
業
は
、
収
穫
期
を
迎

え
る
が
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

経
済
支
援
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま

で
も
医
療
費
の
無
償
化
や
保
育

料
の
無
償
化
、
通
学
費
の
無
償

化
等
、
特
に
子
育
て
支
援
に
対

し
て
、
村
と
し
て
手
厚
く
支
援

し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

授
業
の
遅
れ
等
に
つ
い
て
も

夏
休
み
を
短
縮
す
る
等
様
々
な

方
法
を
講
じ
て
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

災
害
時
に
お
け
る
、
避
難
所

の
関
係
だ
が
、
各
避
難
所
は
、

マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
配
備
は
も

と
よ
り
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
仕
切
り
密
に
な
ら
な
い
よ

う
方
策
を
検
討
し
て
お
り
、
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
災
害
用

の
備
品
に
つ
い
て
は
、
村
が
一

括
で
管
理
し
て
い
る
た
め
必
要

に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所

に
配
布
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
様
々
な
問

題
が
こ
れ
か
ら
も
第
２
波
・
第

３
波
と
い
う
か
た
ち
で
予
想
さ

れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
国
・
県

の
動
向
を
し
っ
か
り
と
見
極
め

な
が
ら
、
村
と
し
て
で
き
る
範

囲
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

【
再
々
質
問
】

　

田
村　

智
和　

議
員

　

村
長
の
答
弁
に
あ
る
よ
う
に

確
か
に
、
国
・
県
・
村
が
一
体

と
な
っ
て
こ
の
難
関
を
、
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
様
々

な
問
題
が
、
ま
だ
積
み
重
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
状
の
中
で
何

卒
、
村
長
に
は
、
村
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
い
て
、
本

当
に
何
が
不
足
な
の
か
、
何
を

村
民
が
求
め
て
い
る
の
か
、
こ

れ
を
迅
速
に
進
め
て
、
施
策
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
も
質

問
し
た
甲
斐
が
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
村
長

に
踏
ま
え
て
い
た
だ
き
、
私
の

質
問
を
終
わ
る
。

編
集
後
記

　

今
で
も
、
毎
日
の
よ
う
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
、
目
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ま

る
で
魔
法
に
で
も
か
か
っ
た
よ

う
に
あ
り
ふ
れ
た
日
常
は
一
変

し
ま
し
た
。

　

学
校
休
業
や
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
各
種
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
等
の
延
期
や
中
止
、

そ
し
て
行
動
の
自
粛
等
々
日
々

の
生
活
や
生
業
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

　

見
え
ざ
る
敵
と
闘
い
、
感
染

拡
大
の
恐
れ
に
怯
え
る
中
で
、

一
人
ひ
と
り
の
理
性
的
な
行
動

が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

知
識
を
得
る
こ
と
で
徐
々
に

冷
静
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
徹
底
し
た
感

染
対
策
を
取
る
こ
と
で
新
た
な

日
常
、
新
し
い
生
活
様
式
が
徐
々

に
構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
全
面
解
除

さ
れ
て
も
特
効
薬
や
ワ
ク
チ
ン

が
な
い
以
上
、
常
に
感
染
の
危

機
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
か
つ
て
の

日
常
に
回
帰
す
る
の
は
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
水
は
低
き
に
流
れ
、
人
は
易
き

に
流
れ
る
」。

　

一
人
ひ
と
り
の
自
覚
が
命
や

生
活
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。


